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環境に配慮した植物性大豆
油インキを使用しています。

本誌は再生紙を使用しています。

［
ジ
ャ
イ
カ
ズ
 ワ
ー
ル
ド
］
 平
成
23年

4月
1日
発
行
（
毎
月
1回
1日
発
行
）
　
編
集
・
発
行
／
独
立
行
政
法
人
 国
際
協
力
機
構

 〒
10
2
-8
0
1
2
 東
京
都
千
代
田
区
二
番
町
5-25　

二
番
町
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
　
TE
L 0
3
-5
2
2
6
-9
7
8
1
　
FA
X
 0
3
-5
2
2
6
-6
3
9
6
　
http://w

w
w
.jica.go.jp/

「持てる国」の企業としてできること

8Vol.

PROFILE
1968年ニューヨーク出身。大学卒業後、大手コン
サルティング会社、投信投資顧問会社などを経て、
1996年に「ブラッドストーン・マネジメント・イニシ
アティブ・リミテッド」を設立。現在は、経営コンサル
タント、J-WAVEのナビゲーター、テレビのコメン
テーターなどとして幅広く活躍。「なんとかしなきゃ！
プロジェクト」著名人メンバー。

「なんとかしなきゃ！プロジェクト」サイト
（nantokashinakya.jp/)では、東北地方
太平洋沖地震の被災地を支援している
プロジェクトメンバーの活動状況につ
いて紹介しています。

SEAN McARDLE KAWAKAMI

　最近、アメリカ人の友人に言われて
ショックだったことがあります。「イラク
では10年間で、15万人の民間人、
5,000人のアメリカ人兵士が命を落と
した。でも日本では、その間に30万人
が自殺している。一体どんな国なん
だ？」。私はその時、思わず言葉を失
ってしまいました。
　この事実に象徴されるように、世界
は今、大きくバランスが崩れています。
ある調査では、世界の10億人が飢餓
で苦しんでいるのに、食べ過ぎによる
成人病の人が20億人もいると発表し
ています。「持てる国」と「持てない
国」の“格差”を目の当たりにして、「な
んとかしなきゃ！」と思いませんか。そ
う、今の世界を「なんとかする」のは、
私たち先進国の責任なのです。
　そんな中、ここ数年、日本の産業界
で企業の社会的責任（CSR）が、重要
なキーワードとして注目されています。
例えば、消費財メーカーのユニリーバ
はインドに自己資本の会社を立ち上

げ、安全できれいな水が飲めない地
域に無償でろ過機を配布しています。
そこで何が起こったかというと、人生
で初めて、きれいな水で体を洗う気持
ち良さを体験した人々が、ユニリーバ
の石けんやシャンプーを購入するよう
になった。地域の女性たちの口コミに
より売上もどんどん伸びていき、その土
地に根差した良いビジネスサイクルが
生まれたのです。
　しかし一方で、CSRの多くのケース
は投資家情報（IR）やプロモーション
の域を出ることができず、担当者のジ
レンマになっているとも聞きます。そこ
で力を発揮できるのが、世界中にネット
ワークを持っているJICAのような組織
です。日本国内には、国際協力に興味
はあるけれど、途上国のこともよく分
からないし、何をしたらいいか分から
ないという企業が本当に多い。自分た
ちの技術が世界に誇るべきものである
ということにも、まったく気付いていな
いんです。そんな彼らが海外で貢献

できるよう、途上国のニーズを把握して
いるJICAがコンサルティングしていく
のも、援助機関としての大きな役割と
いえるのではないでしょうか。
　そして企業であれ、途上国であれ、
やはり一方通行の支援では限界があ
ります。最終的には、自分たちの力で
成長できるよう、相手の自助力を育て
ることが最も重要だということを忘れて
はなりません。
　世界には、有能な技術者がまだまだ
たくさんいます。ですから私自身、途上
国の企業のコンサルティングに積極的
に取り組んでいきたい。さらに国内でも
JICAと協働で企業向けのセミナーを
行うなど、日本の官民連携の活性化に
も力を注いでいきたいと思っています。

「なんとかしなきゃ！プロジェクト」は、開発途上国
の現状について知り、一人一人ができる国際協
力を推進していく市民参加型プロジェクトです。
ウェブサイトを中心に、さまざまな国際協力の
カタチを提案していきます。
詳しくはこちらから→

私の

なんとかしなきゃ.jp
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経営コンサルタント／J-WAVEナビゲーター


